
『
庭
訓
往
来
』
五
本
の
収
録
語
彙
に
つ
い
て
　
は
　
じ
　
め
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
X

表
一

『
庭
訓
抄
』
と
他
の
四
本
と
の
異
同

橘

豊

次
の
三
種
の
『
庭
訓
往
来
』
カ

続
群
書
類
従

大

宝
海

倭
文
選

具

注
抄

計

先
づ
、
　
『
庭
訓
抄
』
か
ら
み
た
場
合
、
他
の
四
本
と
の
異
同
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ

計

一
一

ｪ

ハ

一
一

一

ノ
四

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
三
十
三
号
（
一
九
八
四
）
一
ー
一
二

一



　
　
　
『
倭
文
選
』
『
庭
訓
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
最
も
異
同
の
多
い
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
宝
海
』
『
庭
訓
抄
』
と
比
較
的
近
似
し
た
本
文
を
持
つ
も
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
字
当
り
異
動
回
数

　
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
そ
の
回
数
を
一
覧
表
に
し
て
示
し
た
の
が
表
一
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
二
七
二
回
）
、
　
　
　
　
　
　
（
一
六
一
回
）
で
あ
る
。

　
『
続
群
書
類
従
本
』
『
具
注
抄
』

　
　
　
　
芸
術
）
（
二
七
〇
回
）
と
続
く
。
従
つ
て
、
　
『
大
宝
海
』

　
（
三
八
一
回
）
　
　
　
　
　
最
こ
こ
か
ら
は
、
　
　
で
あ
り
、

三
十
三
号
（
一
九
八
四
）

　
　
『
続
群
書
類
従
本
』
八
月
進
状
・
十
月
進
状
・
同
返
状
の
五
状
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
と
は
、
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
　
　
　
　
七
〇
回
以
上
の
も
の
を
挙
げ
る
と
、
『
続
群
書
類
従
本
』
と
他
の
四
本
と
の
異
同

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
二
五
状
あ
る
各
状
毎
の
異
同
も
分
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
か
な
り
系
統
を
異
に
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
。
　
　
　
　
　
一
月
進
状
と
七
月
進
状
と
が
十
回
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
は
異
同
の
多
い
状
と

四
月
進
状
・
六
月
返
状
・

り

大
宝
海

倭
文
選

具
注
抄

全
　
体

庭
訓
抄

大
宝
海

倭
文
選

具
注
抄

計

一
六

計

八
、
l
六
九

窄
五
〇

一
・
九
〇

三
・
三

三
二
九

三
・
八
〇

一
言
口

＝
ノ

四

一
芸
ノ

一
三

四
四

）



異
同
箇
所
も
多
い
こ
と
が
分
る
。
　
で
は
、
『
大
宝
海
』
と
他
の
四
本
と
の
異
同

　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
十
月
状
は
、
れ
庭
訓
往
来
の
収
録
語
彙
の
特
色
と
み
ら
れ
る
語
が
集
中
し
て
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る

　
　
　
十
月
返
状
に
は
仏
衣
具
名
・
茶
道
具
名
と
、
分
量
の
多
い
状
で
は
異
同
回
数
も
多
く
な
る
場
合
も
あ
る
と

進
状
・
返
状
共
に
異
同
が
多
く
、
十
月
進
そ
れ
ぞ

思
は
れ
る
の
で
、
表
二
で
あ
る
。
一
月
返
状
で
、
回
数
の
多
寡
と
頻
度
数
と
は
、
　
表
五
　
「
倭
文
選
」こ

れ
に
よ
る
と
、

逆
に
最
も
低
い
の
は
四
月
返
状
と
い
ふ
具
合
に
、
　
　
と
他
の
四
本
と
の
異
同

各
状
の
字
数
に
比
し
て
ど
の
位
異
同
が
あ
る
か
を
示
し
た
の
が
　
　
　
　
　
必
ず
し
も
一
致
し
て
ゐ
な
い
。

分
量
に
比
し
て
最
も
異
同
頻
度
の
高
い
の
は
十

各
状
毎
の
異
同

庭
訓
抄
続
群
書
類
従

倭
文
選

具
注
抄

計

庭
訓
抄

ノ

大
宝
海

具
注
抄

計

計

一
ハ

四
五

二
五
二

一
　
ノ

一
、

Z
六

計

二
七
二

三
六
八

二
五
二

一
八
六

、
○
芙

『
庭
訓
往
来
』
五
本
の
収
録
語
彙
に
つ
い
て

橘

三



　
　
　
　
　
二
　
次
に
同
様
に
し
て
、
数
を
、
従
本
』
と
　
表
六

　
　
　
各
本
の
異
同
か
ら
み
た
五
本
相
互
の
関
聯
性
　
　
　
　
　
　
『
続
群
書
類
従
本
』
一
覧
表
の
形
に
し
た
の
が
表
三
で
あ
る
。
　
　
　
百
の
多
い
の
は
、
　
『
大
宝
海
』
　
『
具
注
抄
』
と
他
の
四
本
と
の
異
同

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
見
た
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
と
の
四
一
五
回
で
あ
り
、

　
　
　
芸
術
）
他
の
四
本
と
の
異
同
回
　
　
　
　
『
続
群
書
類
　
　
　
　
　
　
逆
に
最

三
十
三
号
（
一
九
八
四
）

　
　
『
大
宝
海
』
・
『
倭
文
選
』
・
『
具
注
抄
』
　
　
表
七
の
通
り
と
な
る
。
の
庭
訓
往
来
の
異
本
同
士
の
間
に
お
い
て
は
、

も
少
い
の
は
『
具
注
抄
』
と
の
三
二
〇
回
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
一
覧
出
来
る
形
に
表
に
し
て
示
し
た
の
が
、
　
　
　
　
　
　
・
三
・
四
・
五
・
六
に
よ
つ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
つ
て
見
る
と
、

の
各
か
ら
見
た
、

　
　
　
　
　
　
　
四
　
異
同
の
合
計
を
通
観
し
て
み
る
　
　
　
『
庭
訓
抄
』
相
互
の
異
同
回
数
が
最
も
多
い
の

　
以
下
同
様
に
し
他
の
四
本
と
の
異
　
　
表
四
・
表
五
　
　
以
下
の
五
種

庭
訓
抄

z
本
大
宝
海

倭
文
選

計

歯
ﾔ
状

ゴ
五

一
二

四
二

四
二

＝
＝

表
七

他
の
四
本
と
の
異
同
合
計

二
月
進
状
二
月
返
状
三
月
進
状

六
；
九

六
九
二
〇

三
六
一
五

一
七
三
五
五

庭
訓
抄
続
群
書
類
従
本

庭
訓
往
来
大
宝
海

庭
訓
往
来
倭
文
選

庭
訓
往
来
具
注
抄

三
月
返
状
四
月
進
状
四
月
返
状

一
五
一
八
五

二
ニ
ハ
ニ

二
ニ
ハ
六

五
；

四
二
六
七

他
の
四
本
と
の
異
同
の
合
計

一
、
Z
八
四

一
、
l
八
四

一
、
�
Z

一
、
Z
七
八

一
、
Z
五
四

諸
本
の
中
で
は
、
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
　
次
に
、
表
八
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
（
一
六
一
回
）
比
較
的
異
同
が
少
な
い
が
、
回
と
な
つ
て
ゐ
る
。

は
『
続
群
書
類
従
本
』
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
　
　
　
　
　
　
こ
の
本
が
、
ゐ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
『
庭
訓
抄
』
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、

（
4
）
特
に
　
異
同
の
多
寡
が
、

　
　
　
　
　
　
は
全
般
的
に
何
れ
の
本
と
も
『
倭
文
選
』
と
は
最
も
異
同
が
少
な
く
、
一
八
六
　
　
　
　
　
諸
本
間
の
親
疎
の
度
合
を
示
す

同
本
が
こ
れ
ら
の
　
　
　
　
で
あ
り
、
　
　
『
大
宝
海
』

計

一

一
三

一
　
s

、
、

、

も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

『
庭
訓
抄
』
と

『
大
宝
海
』
、
ま
た
、

『
具
注
抄
』

と
『
倭



表
八

五
本
間
の
異
同
数
一
覧

表
九

続
群
書
類
従
本
イ
本
と
の
異
同

庭
訓
抄
続
群
書
類
従
本

大
宝
海

倭
文
選

具
注
抄

計

（
％
）

庭
訓
抄
と
の
新
た
な
異
同

異
同
の
結
果
庭
訓
抄
と
一
致

具
注
抄
と
の
新
た
な
異
同

異
同
の
結
果
具
注
抄
と
一
致

計

庭
　
訓
　
抄

三
△

二
二

二
七
二

二
七
〇

一
、
Z
八
四

（
天
・
六
七
）

一
月
進
状

1

1

ー

ー

ー

続
群
書
類
従
本

三
竺

四
一

ﾜ三ハ
八

三
二
〇

一
、
l
八
四

（
二
五
・
五
六
）

一
月
返
状

ー

（
一

j
ー

（
一

j
（
一

j

大
　
宝
　
海

＝
二

四
云

一
三
二

毛
八

一
、

ﾂ
六
（
一
九
・
〇
五
）

二
月
進
状

一

二

1

三

三

倭
　
文
　
選

二
七
二

三
六
八

二
五
二

一
八

Z一、Z
七
八

（
一
八
・
吾
）

二
月
返
状
三
月
進
状

一
二

ー
七

川

一
九

一
九

具
　
注
　
抄

二
七
〇

三
二
〇

二
宍

一
八

Z

一
、
Z
五
四

（
一
八
・
三
）

三
月
返
状

；
）

二

（
二

三

三
（
一
）

計

一
、
Z
八
四

一
、
l
八
四

一
、

黶
Z

Z一、Z
七
八

一
、
Z
五
四

五
、

ｪ
〇
六
二
〇
〇
・
○
）

四
月
進
状

一

四

1

五

五

文
選
』
と
は
、
『
続
群
書
類
従
本
』
で
も
『
大
宝
海
』
　
　
　
　
　
三
　
『
続
群
書
類
従
本
』
て
ゐ
る
。
そ
の
一
イ
」
と
い
ふ
形
態
で
、
る
。
そ
こ
で
、
訓
抄
』
と
て
、
此
の
「
イ
本
」

　
は
、
と
の
間
が
、
つ
は
、

　
　
続
群
書
類
従
本
に
見
ら
れ
る
　
　
　
　
に
は
、
　
　
　
　
　
　
（
…
…
イ
）
　
　
　
　
何
れ
の
場
合
も
、
『
続
群
書
類
従
本
』
と
の
異
同
が
、
　
　
　
を
採
用
し
た
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
互
ひ
に
近
接
の
関
係
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
通
り
の
形
態
で
、
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た
か
を
考
へ
る
手
が
か
り
と
し
て
、
前
に
調
杳
τ
た

　
　
　
他
の
四
本
の
何
れ
の
太
文
と
も
異
同
が
大
き
い
が
、
　
　
　
　
　
最
も
隔
た
り
が
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
イ
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
ふ
形
態
で
あ
り
、
『
続
群
書
類
従
本
』
が
校
訂
に
際
し
て
使
用
し
た
本
が
、

本
文
の
右
脇
に
小
書
き
で
記
さ
れ
て
ゐ
　
　
『
続
群
書
類
従
本
』

　
　
　
　
の
取
扱
ひ
　
　
異
本
と
の
校
合
が
記
入
さ
れ
　
　
　
　
　
　
今
一
種
は
、
ど
の
や
う
に
変
る
か
を
観
察
す
る

そ
れ
に
対
し
て
、
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
「
…
　
　
　
　
ど
の
や
　
　
　
　
　
『
庭
　
　
の
本
文
と
し

こ
と
と
し
た
。
尚
、

『
続
群
書
類
従
本
』

の
「
イ
本
」

の
部
分
は
、

就
中
、
　
『
具

計

二
三
四
）
㊧

三
五
二

〇
三
）
㊧

六
〇
（
三
）
⇔

六
〇
宍
6

注
抄
』
責

の
本
文
と
の
比
較
も
併
せ
掲
げ
た
の
が
、

の
本
文
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
、
・
表
一
〇
に
明
ら
か
に
表
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
（
一
）
「
イ
本
」
　
　
　
　
『
庭
訓
往
来
』
五
本
の
収
録
語
彙
に
つ
い
て

次
の
表
九
・
表
一
〇
で
あ
る
。

橘

『
具
注
抄
』
の
本
文
を

（
）
内
の
数
字
は
、
○
内
の
数
字
は
、
　
を
示
す
。

「
…
イ
」

用
字
・
字
体
に
関
す
る
異
同
数
を
示
す
。

の
形
態
に
よ
る
異
本
表
示
の
場
合
の
異
同
回
数

五



表
一
〇

続
群
書
類
従
本
イ
本
の
取
扱
ひ

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、

芸
術
）
三
十
三
号
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
　
の
は
、
　
（
…
イ
）
の
形
態
で
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
は
、
明
ら
か
に
区
別
し
て
　
　
　
　
　
　
記
さ
れ
て
を
り
、
恐
ら
く
、

響
難
融
異
同
の
結
果
庭
訓
抄
と
一
致

具
注
抄
と
の
新
た
な
異
同

異
同
の
結
果
具
注
抄
と
一
致

　
　
計
I
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
」
　
l
　
i
　
F
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
I
　
　
I
　
｜
　
i
　
｜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
訂
に
用
ゐ
た
本
文
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ん
が
た
め
に
、
表
記
の
形
態
を
違
へ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

（
：
…
イ

　
　
二
九
（
三
九
．
三
％
）

　
　
　
三
七
（
五
〇
・
○
○
％
）

　
　
　
三
（
四
．
〇
五
％
）

　
　
　
六
三
（
八
五
・
三
％
）

　
　
六
六
（
八
九
二
九
％
）

（
…
イ
）
の
形
態
の
も
の
に
限
つ
て
言
へ
ば
、
　
（
用
字
・
字
体
の
変
更
を
除
け
ば
）
異
同
は
皆
無
、
全
て
、
『
具
注
抄
』
の
本
文
と
合
致
す
る
と
い
ふ
結
果
に
な
る
。
こ

．
．
．
．
．
・
イ

　
　
　
四
（
五
・
巴
％
）

　
　
　
四
（
五
・
四
一
％
）

　
　
　
五
（
六
・
七
六
％
）

　
　
　
三
（
四
・
〇
五
％
）

　
　
　
八
（
δ
・
八
一
％
）

の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
と
言
へ
ば
、
　
『
続
群
書
類
従
本
』
が
校
訂
に
際
し
て
参
照
に
供
し
た
異
本
1
（
…
イ
）
の
形
態
で
示
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
ー
と
い

計
　
　
三
三
（
四
四
・
五
九
％
）

　
　
　
里
（
五
五
・
四
一
％
）

　
　
　
八
二
〇
・
竺
％
）

　
　
　
六
六
（
八
九
⊥
九
％
）

　
　
　
七
四
（
≡
○
・
○
○
％
）

ふ
の
は
、
　
『
具
注
抄
』
の
同
系
統
　
と
い
ふ
よ
り
、
　
『
具
注
抄
』
そ
の
も
の
、
若

な
異
同
」
抄
』
本
」
へ
た
八
回
五
回
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
庭
訓
抄
と
は
別
の
本
文
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逆
に
て
参
照
し
た
と
思
は
れ
る
異
本
と
は
、
（
一
）
に
よ
つ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
一
〇
で
　
　
　
　
　
　
用
字
若
し
く
は
字
体
の
相
違
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
即
ち
　
　
　
　
　
『
具
注
抄
』
　
の
本
文
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
　
　
『
続
群
書
類
従
本
』
が
校
訂
に
当
つ
　
　
　
　
（
二
）
の
、
『
具
注
抄
』
と
の
新
た
な
異
同
と
し
て
数
　
　
表
九
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
　
　
後
の
三
回
は
、



表
一
一

『
庭
訓
抄
』

の
み
の
異
同
箇
所
一
覧

表
一
二

五
本
間
の
助
辞
の
異
同

庭
　
訓
　
抄

他
の
四
本

状

庭
訓
抄

他
の
四
本

庭
訓
抄
に
有
つ
て
他
の
四

庭
訓
抄
に
無
く
て
他
の
四

計

一
月
進
状　
ー
御
祝

　
1
御
悦

四
月
進
状

仏
師

酬
剛
仏
師

本
の
何
れ
か
に
無
い
場
合

本
の
何
れ
か
に
有
る
場
合

一
月
返
状　
　
　
1
堅
凍
早
解
自
他
閣
故
障
究
寛
之
上
手

　
　
　
ー
堅
凍
早
脱
（
「
之
」
字
ナ
シ
）
（
乏
」
字
ナ
シ
）

五
月
進
状
六
月
進
状

1
経
師
　
　
ー
雇
給
者
　
－
国
人

（
ナ
シ
　
）
（
著
」
字
ナ
シ
）
　
ー
国
々

続
群
書
類
従
本
㍑

大
宝
海
に
無
い

倭
文
選
に
無
い

具
注
抄
に
無
い

小
計

続
群
書
類
従
本
篭

大
宝
海
に
有
る

倭
文
選
に
有
る

具
注
抄
に
有
る

小
計

二
月
進
状

乎

調

六
月
返
状

相
副

1
皆
相
副

乏
」
字

四
三

三
四

五
二

三
〇

一
五
九

五
九

二
三
ハ

五
二

一
五
八

三
；

二
月
返
状

（
「�
v
字
ナ
シ
）

　
　
1
太
懐
候
者
哉

　
ー
愚
労

　
1
愚
身

「
候
」
字

九

三
一
〇

一
三

三
五

二
七

三

＝

一
四

五
五

九
〇

（
「V
」
字
ナ
シ
）

　
　
1
韻
声
之
質

1
人
之

令

「
者
」
字

一
〇

六

六

五
二
七

一
〇

三

八

七
二
八

五
五

三
月
返
状

淡
困
鞠
柚
柑

（
「ﾘ
練
」
ナ
シ
）

三
問
答

　
　
ー
三
問
三
答

「
也
」
字

八

一

四

五

一
八

五

三

五

四

一
七

三
五

　
　
　
1
被
仰
下
者

ー
可
被
仰
下

八
月
返
状

輝

欄

計

七
〇

四
四

七
二

五
三

一
三
九

一
三

二
〇

六
〇

芸

二
五
八

四
九
七

四
月
進
状 可

随
御
左
右
又
－
候
也
　
－
恐
慎
案
内
順

（
ナ
　
シ
　
）
ー
者
也
　
－
恐
々
（
「
候
」
字
ナ
シ
）

九
月
進
状
九
月
返
状
十
月
進
状

大
床
唱
導
　
ー
被
成
禅
師

於
大
床
　
　
ー
唱
導
師
　
－
被
遂
　
　
－
禅
師
御
寮

と
は
考
へ
ら
れ
な
い
、

　
　
　
（
表
一
三
）
。
　
　
　
　
四
月
進
状
の
進
状
の
欄
に
示
し
た
通
り
で
あ
り
、
異
同
が
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
た
め
で
あ
る
。

質
的
異
同
は
遥
か
に
少
い
こ
と
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

表
一
四
で
あ
る
。

助
辞
の
類
の
変
動
で
占
あ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
判
り
、

実

朝
夕
之
煙
　
－
仰
下
市
町
閻
著
岸
之

（
「

V
」
字
ナ
シ
）
（
「
下
」
字
ナ
シ
）
（
乏
」
字
ナ
シ
）
（
「
之
」
字
ナ
シ
）

　
　
　
、
　
　
、
＋
一
月
返
状
＋
二
月
進
状

委
細
承
候
景
物
　
　
ー
所
作
之
　
ー
謹
言

五

　
　
　
　
　
　
　
五
本
間
の
実
質
的
異
同
　
単
な
る
表
記
の
相
違
や
助
辞
の
有
無
ば
か
り
で
な
く
、
的
異
同
が
ど
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
探
測
す
る
た
め
の
、

今
一

五
本
間
に
お
け
る
実
質

つ
の
例
と
し

　
　
1
野
牧
之

（
「V
」
字
ナ
シ
）

　
　
　
（
四
五
・
八
五
％
）
ま
で
は
、
「
之
」
意
味
の
異
同
に
余
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
　
　
　
　
　
　
橘

表
一
に
見
ら
れ
る
や
う
に
総

て
、

異
同
総
数
が
八
二
回
と
最
も
多
い
四
月
進
状
の
場
合
を
取
り
出
し
て
み
る
こ

訓
抄
』
「
候
」

　
　
　
を
中
心
に
、
に
示
す
通
り
と
な
る
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
数
一
〇
八
四
回
の
異
同
箇
所
の
中
、
　
　
　
「
者
」
　
「
也
」

庭
訓
抄
を
中
心
に
見
た
場
合
、
　
と
い
つ
た
、
『
庭
訓
往
来
』
五
本
の
収
録
語
彙
に
つ
い
て

他
の
四
本
の
各
と
の
場
合
に
つ
い
て
拾
つ
て
行
く
と
、
表
一
二
　
　
　
　
　
　
四
九
七
回

と
に
し
よ
う
　
と
こ
ろ
で
、

間
に
隔
差
が
あ
る
の
は
、
る
形
に
し
て
示
し
た
の
が
、

　
『
庭
訓
抄
』
表
＝
二
で
は
、

そ
の
回
数
と
、
　
　
そ
こ
で
、

よ
り
見
た
異
同
総
数
は
、
除
外
し
た
助
辞
の

表
二
二
の
異
同
回
数
計
と
の
　
　
　
「
之
」
こ
の
間
の
状
況
を
一
覧
で
き
　
　
　
　
　
七

表
一
「
候
」
の
四
月
　
等
の



表
＝
二

四
月
進
状
に
お
け
る
五
本
間
の
異
同
（
前
掲
の
「
之
」
「
候
」
「
者
」
「
也
」

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、

の
有
無
は
省
い
て
あ
る
）

芸
術
）

三
十
三
号
（
一
九
八
四
）表

一
四

四
月
進
状
に
お
け
る
庭
訓
抄
と
の
異
同

八

続
群
書

大
宝
海

倭
文
選

具
注
抄

計

庭
　
訓
抄

続
群
書
類
従
本

大
　
宝
　
海

倭
文
　
選

具
　
注
　
抄

類
従
本

不
　
啓
不
審

＊

不
啓
被
御
不
審

助
辞
の
異
同
　
　
八
回
（
三
四
壱
八
％
）

　
　
七
回
（
三
五
・
○
○
％
）

　
　
九
回
（
四
二
・
八
六
％
）

　
　
八
回
（
四
四
・
四
四
％
）

　
　
三
二
回
（
三
九
・
〇
二
％

何
等
竃

因

何
　
条

何
　
条

助
辞
以
外
の
異
　
　
　
同

　
　
一
五
（
六
五
．
一
三
％
）

　
　
一
三
（
六
五
・
○
○
％
）

　
　
一
二
（
五
七
二
四
％
）

　
　
一
〇
（
五
五
・
五
六
％
）

　
　
五
〇
（
六
〇
・
九
八
％

不
可
求
仰
　
下

火
仰

不
求
仰

仰

仰

計

一
三

二
〇

三

一
八

八
ご

…
之
事
銅
　
鐵
漆
　
工
紙
漉
唐
紙
師
烏
帽
子
葺
主
御
　
子
絵
師
佛
師
（
ナ
シ
）
学
　
生
明
経
道
声
　
名
　
　
　
纏

辻
　
子
樵
木
塗
紙
漉
唐
紙
師
絵
師
佛
師
（
ナ
シ
）
聖
　
人
真
名
仮
名

辻
　
子
烏
帽
子
折
絵
師
佛
師
（
ナ
シ
）
学
生
明
経
道
真
名
仮
名

　
最
も
多
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
一
は
、
（
一
）
庭
訓
抄
だ
け
の
異
同
箇
所
　
　
　
　
（
他
は
「
仰
」
）
働
佛
師
（
他
は
「
絵
師
佛
師
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
続
群
書
類
従
本
は
、
的
語
句
の
異
同
率
に
お
い
て
も
最
も
少
く
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
一
本
だ
け
が
他
の
四
本
と
異
な
る
本
文
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
場
合
を
抜
き
出
し
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
進
状
に
限
つ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
箇
所
）

　
　
　
　
　
　
そ
の
中
に
お
け
る
助
辞
の
異
同
を
除
い
た
実
質
的
異
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
注
抄
は
、
そ
の
中
の
四
四
・
四
四
％
は
助
字
の
異
同
で
占
め
ら
れ
て
を
り
、
　
　
　
　
　
五
本
の
異
同
状
況
を
観
察
す
る
視
点
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
庭
訓
抄
の
み
に
つ
い
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
つ

庭
訓
抄
と
の
異
同
総
数
が
四
本
の
中
で
　
五
本
全
て
に
実
施
す
る
）
、

異
動
総
数
も
四
本
中
最
も
　
　
　
　
　
　
　
　
実
質
　
　
　
　
　
　
五
本
の
中
　
　
　
　
　
　
　
次
に
示

二
四

一
五

一
三

一
二

一
〇

③
経
師
（
他
は
無
し
）

意
味
す
る
。

＊
庭
訓
抄
以
外
の
欄
に
何
も
記
し
て
な
い
の
は
、

庭
訓
抄
と
同
文
で
あ
る
こ
と
を

㈲
姻
（
他
は

（
二
）
続
群
書
類
従
本
だ
け
の
異
同
箇
所
（
七
箇
所
）
　
　
　
　
　
　
「
竃
」
）



　
　
　
　
　
六
「
精
舎
・
塔
婆
・
金
堂
」
　
　
　
　
　
　
一
語
、
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
考
へ
ら
れ
る
語
群
に
っ
い
て
、
か
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。
一
覧
で
き
る
形
に
し
て
示
し
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
に
属
す
る
語
と
し
て
は
　
　
　
ω
に
属
す
る
語
と
し
て
は
「
市
町
・
見
世
棚
・
鍛
冶
」
他
二
一
二
語
、
　
　
　
　
　
　
　
　
「
京
町
人
・
浜
商
人
・
鎌
倉
銚
物
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
語
句
は
、
け
る
往
来
物
の
収
録
語
彙
と
し
て
の
一
般
的
傾
向
を
示
す
と
共
に
、
就
中
③
・
㈲
・
　
　
　
そ
れ
ら
の
同
時
代
の
往
来
物
の
中
で
も
特
に
庭
訓
往
来
に
お
い
て
顕
著
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙
著
『
書
簡
作
法
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
に
属
す
る
語
と
し
て
は
言
は
ば
庭
訓
往
来
の
収
録
語
彙
の
特
性
部
分
を
形
成
す
る
と
　
　
　
　
五
本
の
間
で
の
異
同
が
ど
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
表
一
五
で
あ
る
。

　
　
量
的
に
多
い
も
の
と
し
て
は
、
　
　
③
武
家
の
行
政
と
司
法
に
関
す
る
　
　
生
産
活
動
に
関
す
る
語
、
　
　
　
　
右
の
ω
に
属
す
る
語
と
し
て
　
　
　
「
奉
行
人
・
侍
所
」
を
始
め
二
　
　
　
　
　
　
以
下
六
九
語
、
計
二
二
五
　
　
庭
訓
往
来
が
成
立
し
た
当
時
に
お
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
異
同
の
あ
る
箇
所
を
全
て
抜
き
出
し
て

　
　
　
　
ω
　
　
⑤
諸
国
（
5
）
　
　
三
九
三
　
「
建
蓋
・
　
　
　
⑤
に
こ
こ
で
は
、

④
庭
訓
往
来
倭
文
選
…
…
二
箇
所
⑤
庭
訓
往
来
具
注
抄
…
…
一
箇
所

庭
訓
抄
続
群
書
類
従
本

大
宝
海

倭
文
選

具
注
抄

と
、
こ
こ
で
も
表
七
で
見
た
の
と
同
一
の
順
位
が
現
は
れ
て
ゐ
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ω
に
属
す
る
語

七
月
返
状
数
珠
横
　
尾

＊
横
　
被

念
珠

念
　
珠

『
庭
訓
往
来
』
五
本
の
収
録
語
彙
に
つ
い
て
　
橘

九



九
月
進
状
宝
　
塔
食
　
堂

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
　
　
　
　
　
多
宝
塔

　
　
芸
術
）
食
党

三
十
三
号
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
　
　
　
　
　
　
　
表
一
五
は
、
異
同
箇
所
を
余
さ
ず
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
中
に
は
　
　
　
　
　
　
助
辞
「
者
」
字
の
有
無
や
、
　
「
都
寺
」
と
「
都
守
」
と
い
つ
た
表
記
の
み
の
相
違

九
月
返
状
香
　
箱
白
　
蓋

香
　
合
白
葦
赤
蓋

香
合
白
蓋
赤
蓋

も
、
当
然
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
単
純
に
考
へ
て
、
二
二
五
語
中
、
二
七
語
（
異
な
＠
に
つ
い
て
異
同
が
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ト
。
↓
＋
N
N
O
×
一
〇
〇
で
、
一
二
・
○
○

十
月
進
状

都
　
寺
監
　
寺
副
　
寺
浴
　
主
都
首
方
者
知
　
客
書
状
書
蕾
之

維
那
都
首
万
ニ
ハ
知
客
浴
主
書
状
侍
者
書
奮

都
　
守
監
守
副
　
守

都
守
監
守
副
守

％
の
異
同
率
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
れ
は
五
本
の
異
同
を
通
計
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
次
に
異
同
の
延
べ
数
で
み
る
と
、
二
二
五
（
語
）
×
五
（
本
）
即
ち
一
、
一
二
五
語
中
で
、
延
べ
四
〇
箇
所
の
異
同
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
心
O
＋
一
エ
ト
。
切
×
一
〇
〇
こ
れ
で
み
る
と
、
異
同
率
は
三
・
五
六
％
と
遥
か
に
低
く
な
る
。
こ
の
異
同
率
は
、
前
の
表
二
の
、
一
〇
〇
字
当
り
異
同
の
現
れ
方
、
＝
丁
八
〇
と
比
較
し
て
も
、
相
対
的
に
低
い
数
値
で
あ
る
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
庭
訓
往
来
五
本
間
に
お
い
て
は
、
庭
訓
往
来
の
収
録
語

十
月
返
状

（
ナ
シ
）
沓
機
子
素
　
麺

平
江
帯
索
　
麺

機
子
沓

平
江
帯

彙
の
特
性
に
関
は
る
や
う
な
実
質
的
な
部
分
に
お
い
て
は
、
比
較
的
異
同
幅
は
少
い
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
但
し
、
続
群
書
類
従
本
に
関
す
る
限
り
は
、
他
の
諸
本
に
比
し
て
、
か
な
り
異
同
幅
が
大
き
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

②
に
属
す
る
語

十
月
返
状

（
ナ
シ
）
（
ナ
シ
）

茶
　
釜
風
　
櫨

こ
こ
で
と
り
上
げ
た
庭
訓
往
来
五
本
に
つ
い
て
は
、
続
群
書
類
従
本
一
本
を
除
き
、
他
の
四
本
は
略
等
質
の
本
文
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
、
庭
訓
往
来
の
テ
キ
ス
ト
と

認
属
す

八
月
進
状

代
　
者

代
　
官

し
て
、
そ
の
敦
れ
を
採
用
し
て
も
遜
色
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

ω
に
属
す
る
語

四
月
進
状
銅
樵
　
夫
塗
　
師

銅
鐵
漆
　
工

樵
　
木
塗

夫
塗

注

⑤
に
属
す
る
語

四
月
返
状

豊
　
嶋
扇
烏
頭
布
鍬

手
嶋
扇
　
子
轡

烏
頭
頭

手
嶋

（
1
）
　
『
庭
訓
往
来
具
注
抄
』
を
流
布
本
の
一
と
看
倣
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
　
　
『
日
本
教
科
書
大
系
　
第
三
巻
　
古
往
来
（
三
）
』
所
収
の
『
庭
訓
往
来
』
の
底
本
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本

十

二
七

一
九

七

五

九

一
言
口

四
〇

教
科
書
大
系
』
で
は
、
天
保
三
年
題
言
を
有
す
る
天
保
五
年
刊
本
を
底
本
と
し
て
ゐ

＊
庭
訓
抄
と
異
同
の
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
あ
る
。

　
　
る
が
、
本
稿
が
底
本
と
し
て
用
ゐ
た
も
の
も
、
そ
れ
と
同
種
本
で
あ
る
。
（
2
）
　
合
計
欄
の
数
字
は
、
延
べ
異
同
回
数
で
あ
っ
て
、
重
複
異
同
を
含
ん
で
を
り
、
異
な



（
3
）
（
4
）
（
5
）

二



　
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
三
十
三
号
（
一
九
八
四
）
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三


